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今
年
で
13
回
目
を
迎
え
る
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理

事
長
賞
」
と
「
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
感
謝
賞
」

の
受
賞
者
・
団
体
が
決
定
し
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
賞
は
、
開
発
途
上
国
の

経
済
・
社
会
の
発
展
や
住
民
の
福
祉
の
向
上

な
ど
に
大
き
く
寄
与
し
た
事
業
と
、
専
門
家
、

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の

個
人
そ
れ
ぞ
れ
に
贈
ら
れ
ま
す
。
今
年
度
は
、

９
事
業
と
３
人
へ
の
授
与
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
国
際
協
力
感
謝
賞
は
、Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
の
国
際
協
力
業
務
に
長
年
に
わ
た
っ
て
協

力
し
て
い
る
個
人
と
団
体
に
贈
ら
れ
る
も
の

で
、
23
人
と
６
団
体
が
受
賞
し
ま
し
た
。

　

10
月
３
日
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
市
ヶ
谷
ビ
ル
の
国

際
会
議
場
で
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
北
岡
伸
一

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
か
ら
、
受
賞
者
に
表
彰
状

と
感
謝
状
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
で
は
、
受
賞
者
を
代
表
し
て
、
台
風
ヨ

ラ
ン
ダ
の
復
旧
・
復
興
支
援
に
携
わ
っ
た
宮

城
県
東
松
島
市
の
古
山
守
夫
副
市
長
が
、「
貴

重
な
機
会
を
つ
く
っ
て
く
れ
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に

感
謝
し
ま
す
」
と
挨
拶
し
ま
し
た
。
一
方
、

ガ
ー
ナ
の
栄
養
改
善
事
業
に
携
わ
っ
た
公
益

財
団
法
人
味
の
素
フ
ァ
ン
デ
ー
シ
ョ
ン
の
岩

本
保
理
事
長
は
、「
貧
困
地
域
の
子
ど
も
た

第13回JICA理事長賞の受賞者・団体が決定 01

03母子手帳の全国展開で妊娠・出産・育児までの継続的なケアを支援

02　九州工業大学と包括連携協力協定を締結
　

10
月
19
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
九
州
工
業
大
学
と

の
間
で
、
工
業
系
単
科
大
学
と
は
初
め
て
と
な

る
包
括
連
携
協
力
協
定
を
締
結
し
ま
し
た
。
九

州
工
業
大
学
の
尾
家
祐
二
学
長
と
北
岡
伸
一
Ｊ

Ｉ
Ｃ
Ａ
理
事
長
が
出
席
し
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
本
部
で

署
名
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

九
州
工
業
大
学
は
、
前
身
と
な
る
私
立
明
治

専
門
学
校
の
開
校
か
ら
1
0
0
年
以
上
に
わ
た

り
、
日
本
の
産
業
発
展
を
支
え
る
技
術
者
を
輩

出
し
て
い
ま
す
。
近
年
は
、
J
I
C
A
の
研
修

員
受
入
事
業
や
草
の
根
技
術
協
力
事
業
に
も
参

画
。
地
球
規
模
課
題
対
応
国
際
科
学
技
術
協
力

（
S
A
T
R
E
P
S
）
で
は
、
マ
レ
ー
シ
ア
の
大

学
・
研
究
機
関
と
共
に
、
同
国
サ
バ
州
の
基
幹

産
業
で
あ
る
パ
ー
ム
油
産
業
を
、
持
続
可
能
な

グ
リ
ー
ン
産
業
に
変
え
る
こ
と
を
目
指
し
た
研

究
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

途
上
国
の
開
発
課
題
が
高
度
化
・
複
雑
化
す

る
中
、
学
術
的
な
知
見
を
有
す
る
大
学
と
の
連

携
は
不
可
欠
で
す
。
本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、

九
州
工
業
大
学
が
培
っ
て
き
た
知
見
と
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
活
用
が
一
層
進
展
す
る
と
と
も
に
、

国
際
協
力
の
現
場
を
大
学
の
教
育
研
究
に
活
用

す
る
こ
と
で
、
将
来
の
国
際
協
力
の
担
い
手
育

成
に
も
つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

10
月
27
日
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
ガ
ー
ナ
政
府
と
の

間
で
、「
母
子
手
帳
」
の
全
国
展
開
な
ど
を
目

指
す
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
母
子
手
帳
を

通
じ
た
母
子
継
続
ケ
ア
改
善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
関
す
る
討
議
議
事
録
に
署
名
し
ま
し
た
。

　

近
年
、
ガ
ー
ナ
で
は
母
子
保
健
の
改
善
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
も
の
の
、
施
設

内
の
乳
幼
児
と
妊
産
婦
の
死
亡
率
に
つ
い
て
は

数
値
が
悪
化
。
ま
た
、
住
民
の
健
康
状
態
や
保

健
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
・
ア
ク
セ
ス
に
お
け
る
地

域
格
差
も
あ
り
、
母
子
保
健
の
さ
ら
な
る
推
進

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
同
国
で
は
、
妊
産
婦

用
の「
母
手
帳
」と
乳
幼
児
用
の「
子
ど
も
手
帳
」

が
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
新
生
児
期
の
状
態
や

ケ
ア
は
ど
ち
ら
の
手
帳
に
も
記
載
さ
れ
て
い
な

い
な
ど
、
母
親
の
理
解
と
行
動
を
十
分
に
促
す

内
容
と
は
い
え
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

本
事
業
で
は
、
新
し
い
母
子
手
帳
の
導
入
・

展
開
に
よ
っ
て
、
母
子
の
健
康
を
継
続
的
に
管

理
す
る
仕
組
み
づ
く
り
や
、
制
度
化
に
よ
る
持

続
性
の
確
保
に
取
り
組
み
、
母
子
の
健
康
改
善

を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、一
人
一
人
の
状
況
に

応
じ
た
継
続
的
な
保
健
・
栄
養
指
導
の
強
化
や
、

啓
発
教
材
の
作
成
も
行
い
、
全
て
の
母
子
に
対

す
る
質
の
高
い
継
続
ケ
ア
を
推
進
し
ま
す
。
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署名式の様子

ち
の
成
長
を
支
え
る
た
め
、
こ
れ
か
ら
も
活

動
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
意
気
込

み
を
語
り
ま
し
た
。

〈
第
13
回
J
I
C
A
理
事
長
賞
〉

事
業
部
門
：
9
件

コ
ー
デ
ィ
レ
ラ
地
域
保
健
シ
ス
テ
ム
強
化
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
／
台
風
ヨ
ラ

ン
ダ
災
害
緊
急
復
旧
・
復
興
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
／
沿
岸
警
備
隊
に
対

す
る
継
続
的
か
つ
包
括
的
協
力
（
フ
ィ
リ
ピ

ン
）
／
ハ
ト
ロ
ン
州
ピ
ア
ン
ジ
県
給
水
改
善

計
画
（
タ
ジ
キ
ス
タ
ン
）
／
統
合
自
然
災
害

リ
ス
ク
管
理
国
家
戦
略
強
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
ブ
ラ
ジ
ル
）
／
廃
棄
物
削
減
推
進
（
沖
縄

の
経
験
を
基
に
） 

研
修
フ
ェ
ー
ズ
Ⅱ（
ジ
ャ

マ
イ
カ
）
／
離
乳
期
栄
養
強
化
食
品
事
業
準

備
調
査
（
ガ
ー
ナ
）
／
ヨ
ル
ダ
ン
政
府
の
ス

ク
ー
ク
発
行
可
能
性
調
査
（
ヨ
ル
ダ
ン
）
／

ジ
ェ
リ
コ
農
産
加
工
団
地
（
Ｊ
Ａ
Ｉ
Ｐ
）
開

発
に
対
す
る
協
力
（
パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
区
）

専
門
家
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
部
門
：
３
人

蓑
輪
敏
泰
さ
ん
（
日
系
社
会
シ
ニ
ア
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
和
太
鼓
指
導
）
／
高
橋
君
成
さ
ん

（
専
門
家
・
交
通
計
画
）／
染
矢
将
和
さ
ん（
専

門
家
・
財
務
管
理
）

台風ヨランダの普及・復興支援プロジェクトで再興
を支援したミルクフィッシュの養殖場

ガーナの伝統的な離乳食の調理風景。受賞事業
では、この離乳食に加える栄養食品「KOKO 
Plus」の販売・普及に取り組んでいる

署名式に出席した星弘文ガーナ事務所長（左から
２人目）とアジマン・メヌ保健大臣（中央）


